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 開催日  2018年10月24日(水) 晴れ 

  出発   新百合ヶ丘駅                        

        午前 9時00分 

  解散   午後 15時00分(江の島観光案内所) 

  参加者  28名  



コース 
                   
新百合ヶ丘駅⇒藤沢駅 ⇒片瀬江ノ島駅⇒弁天橋 
 
⇒弁財天仲見世通り⇒杉山検校の墓⇒裏道⇒ 

遊覧亭 (昼食) ⇒龍宮 ⇒江島神社奥津宮⇒急階段 

⇒江の島岩屋⇒急階段⇒龍恋の鐘 ⇒展望台⇒ 

江島神社中津宮⇒ 江島神社辺津宮⇒脇道⇒ 

江の島観光案内所⇒片瀬江ノ島駅⇒新百合ヶ丘駅 

  



江の島 

今からおよそ2万年前、沈降運動によって片瀬側の陸と離れて島になった。 

512年に欽明天皇の勅命で、南端の岩屋に神様を祀ったのが、江島神社の由来。 

その後、1216年に地震が発生し江の島が陸続きになり、干潮時には歩いて渡れるよ
うになり、江戸時代になって、徳川家康や徳川光圀が参詣に訪れて以後、多くの庶
民が訪れるようになった。 



江の島エリア 

杉山検校の墓 

脇道 

裏道 



片瀬江ノ島駅前出発 

久しぶりの晴天 さあ出発！ 



弁天橋を渡って 



弁財天仲見世通入口 

緩やかな坂沿いに「弁財天仲見世通り」と呼ばれる商店街が続いており、食堂や
旅館、お土産屋さんが軒を連ねており、全体的に昭和レトロな雰囲気が漂ってい
る。 



岩本楼本館前 

鎌倉時代から続く老舗旅館「岩本楼」は趣のある佇まいが魅力。江の島の観光
スポット岩屋をイメージしたお風呂が人気。 



裏道へ 

地域の方の生活道路 



杉山検校の墓 

本名を杉山和一という江戸時代の鍼師。幼い時に失明し、山瀬検校などの有名
なはり医に学び、江の島お岩屋に21日の間、参籠して管鍼の術を創案した。 
五代将軍の綱吉の病気を治して関東総検校の地位を獲得した。。 



江島杉山神社 20141017隅田川(２) 

 江島杉山神社は、盲目の鍼灸師杉山和一検校(すぎやま わいち けんぎょう)
が元禄６年（1693）当地に屋敷地を拝領、彼が修業した江の島の弁天岩窟を模
して屋敷内に創建したといいます。明治時代に、江の島弁財天を祀った江島神
社と杉山検校を祀った杉山神社とを合祀して江島杉山神社となりました。 

 震災・空襲を生延びたイチョウ 



途中 富士山の眺望  



階段を上って 



遊覧亭(昼食) 



お店からの眺め 

ざる磯めん 700円 

アジ生しらす丼 1,130円 



昼食風景 

ちょっと早めの昼食で、ほぼ貸切状態 



江島神社奥津宮 

空海が814年に創建した岩屋本宮の御旅所＊。多紀理比賣命(たぎりひめのみこと)
が祀られている。                                        
＊御旅所(おたびしょ)： 岩屋本宮に海水が入りこんでしまう4月～10月までの期間
は、岩屋のご本尊が遷座したといわれている。 



龍宮(わだつみのみや) 

奥津宮の横にあり、竜宮大神(江の島の龍神)が奉られている。江の島は古来より、 
龍神信仰と弁財天信仰とが習合した島。1994年に第一岩屋の真上に位置する場
所に鎮座された。 



江の島岩屋 

波によって浸食されてできた洞窟。第一岩屋（奥行１５２ｍ）と、第二岩屋
（奥行５６ｍ）の二つの洞窟から成り、江の島弁財天信仰の発祥地と考えら
れている。 



江の島岩屋 



龍恋の鐘 

•江の島の弁財天と五頭龍の伝説にちなんで造ら
れたもの。昔、五つの頭を持つ龍が悪行を重ねて
いところ、弁財天が天から舞い降り、五頭龍を諭し
悪行をやめさせた。恋人の丘は、第二岩屋のほぼ
真上に位置する。 



展望台 

江の島シーキャンドルをバックに 



良く見てください！ 

見事な、鳶の早業！ 



江島神社中津宮(上之宮) 

853年に慈覚大師が創建。市寸島比賣命(いちをしまひめのみこと)が祀られて
いる。 



江島神社辺津宮(下之宮)  

1206年に源実朝が創建。田寸津比賣命(たきつひめのみこと)が祀られて
いる。 



コロッケ 

今回も、楽しみました 



脇道へ 

観光客は、ほとんどいません 



江ノ島モース臨海実験所跡推定地 

東京大学の初代動物学教授エドワード・S・モースは、1877年(明治10年)に
江の島に日本最初の臨海実験所を開いた。貝の研究でアメリカから来日。 



大森貝塚20171018 旧東海道を歩く(旧品川宿～川崎宿)  

東京都品川区から大田区にまたがる縄文時代後期 ～ 末期の貝塚。発見
した米国人モースにちなんで、モース貝塚とも呼ばれる。 



江ノ島観光案内所前  

ここで、今回は解散 



江の島で反省会 

その後、新百合ヶ丘に戻って、更に二次会を行ったメンバーもいました 



   ご静聴有難うございました 

今後の予定は、             

               
  11月14日(水) 大雄山 最乗寺  
                     (地下道)  
 12月21日(金) 築地場外、東銀座～大手町 
                              探索 
   
  1月16日(水) 鎌倉江の島(２) 江ノ電体験 
     
   2月15日(金) 麻生区近郊散策(７) 薬師池公園 
  
ですので、宜しくお願い致します。 


